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製造者概要書 

 
整理番号 

（記入不要） 
 

１．製造者の名称・所在地等 

名 称 

ダイヤゼブラデンキカブシキカイシャ 

代表者氏名 

ｵﾉ ﾕｳﾘ 

ダイヤゼブラ電機株式会社 小野 有理 

所 在 地 

〒532-0026 
電話番号 06-6195-5230(代表) 

大阪市淀川区塚本一丁目 15番 27号 
ＦＡＸ番号 06-6195-5260 

連 絡 

担 当 者 

所属 コールセンター 電話番号 0120-885-394 

氏名 

 

E-Mail － 
－ 

２．自主的な行動基準の届出 

公開ＵＲＬ  

３．施工者への研修及び施工ＩＤ発行について 

施工者に対しどのような研修を行なっているか、施工 IDをどのように管理しているか具体的にご記入ください。 

蓄電池システムについて施工 IDを発行していない場合は施工者に対する研修のみ記載すること。 

当社では、当社の製品及びその設置基準等を理解頂くことを目的に、研修としては、施工

マニュアルを作成・発行を行って、施工者様への徹底を図っています。 

施工ＩＤは発行していません。 
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４．施工者への指導及び助言 

施工者に対し、設計、施工及び維持保全に係る事項について行なっている助言及び指導を具体的にご記入ください。 

当社では、施工マニュアルを基に施工を実施される施工者様からの問合せに対し、迅速

に回答・指導及び助言を行っています。 

５．府民に対する設置及び登録施工店に関する問い合わせ又は相談窓口 

所 在 地 

〒532-0027 
電話番号 06-6195-5232 

大阪市淀川区田川二丁目 8番 7号 

ＦＡＸ番号 - 

E-Mail - 

６．府民に対する維持保全に係る窓口 

所 在 地 

〒532-0026 
電話番号 0120-885-394 

大阪市淀川区塚本一丁目 15 番 27号 

ＦＡＸ番号 - 

E-Mail - 
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７．その他 

独自の取組み等府民にアピールしたい内容をご自由にご記入ください。 

当社は、現行の蓄電システムに加え、停電時でも普段の生活を守るため、大容量蓄電池で

宅内の電気製品をフルにバックアップする、安心の住宅用蓄電ハイブリッドシステム

“EIBS7(ｱｲﾋﾞｽ 7)”を2020年3月に新発売しました。以下主な特長でございます。 

1) 停電時にはEIBS7(ｱｲﾋﾞｽ7)が電力系統に代わって電力を供給。いつもの照明も、いつ

ものコンセントでの電気製品も使用可能。 

2) 蓄電池ユニット１台で7.04kWh、２台使用で14.08kWhの大容量を実現。 

3) 単相3線式及び自立運転時の最大出力5.5kVAにより、冷蔵庫/照明/テレビ等100V電気

製品と、エアコン/IH調理器/エコキュート等200V電気製品を使用可能。 

4) 防災意識やライフスタイルの変化に合わせ、あと付けで蓄電池ユニットを増設可能。 

5) 太陽光発電用パワーコンディショナとして設置し使用後、蓄電池ユニットを追加設置

することが可能なReady-Typeのハイブリッドパワーコンディショナとして使用可能。 

6) ネットワーク接続を標準仕様としており、お客様のスマートフォン/タブレットで本

機の操作やシステム運転状態、過去の運転履歴等の確認可能。 

7) 壁掛けの表示装置をご要望の場合は、表示ユニットAdVoice(ｱﾄﾞﾎﾞｲｽ)を用意。蓄電池

の稼動状態、蓄電池残量と使用可能時間等を、業界初※の音声でお知らせ、アドバイ

ス。（AdVoiceは商標出願中。※蓄電ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｮｼｮﾅｼｽﾃﾑ単独として、HEMS含まず） 

8) 太陽電池入力運転電圧範囲は30～450Vとし、業界最高水準のワイドレンジ化で低電圧

領域を拡充。面積の小さな屋根面への太陽電池設置に配慮。 

現在、災害等による停電への備え(レジリエンス)として、蓄電池の活用が期待されていま

す。さらに、2019年11月以降、10年間の買取期間が満了となる卒FITユーザー様の選択肢と

しても、太陽光発電システムと蓄電池を併用する自家消費システムが注目されています。 

これらにお応えすべく豊富なラインアップを揃え、お客様のご要望に寄り添える商品を、

ご販売店様を通じてご提供させて頂きます。ご検討の程、どうぞ宜しくお願い申し上げま

す。 

 

 


